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富山市立光陽小学校PTAが第６分科会にて研究発表されます
発表テーマ「地域連携の重要性～光陽っ子のために（安全・見守り）～」

市P連
H P

今
年
元
日
の
能
登
半
島
大
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
予
測
さ
せ
る
情
報
で
、
安
全

対
策
の
見
直
し
や
、
防
災
を
意
識
し
た
暮

ら
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
不
要
論
も
あ
る
P
T
A
で
す
が
、

私
自
身
は
P
T
A
活
動
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
人
と
繋
が
り
、
様
々
な
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
障
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
時
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
強
さ
や
、
孤

立
を
感
じ
な
い
安
心
感
、
心
の
充
足
感
を

得
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
で

す
が
、
日
常
に
不
安
を
覚
え
ず
、
前
向
き

に
明
る
い
未
来
を
信
じ
て
子
ど
も
た
ち
が

過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら

全
力
で
取
り
組
み
、
奮
闘
す
る
保
護
者
た

ち
の
姿
を
こ
の
広
報
紙
の
紙
面
を
通
し
て

皆
様
に
伝
わ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
委
員
長
　竹
澤
）

委
　
員
　
　

子
智
真
野
百

　

）
小
田
豊
（

編
集
後
記

　
昨
年
に
引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
飯
倉
で
す
。

　
日
頃
よ
り
富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
対
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
市
Ｐ
連
の
活
動
で
は
、
３
つ
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

１
．
皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
外
の
先
進
事

例
視
察
を
も
と
に
富
山
市
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
要
望

内
容
が
、
本
年
度
の
市
の
教
育
施
策
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
．
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
の
教
育

・
子
育
て
・
P
T
A
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
市
内
５
つ
の
地
域
別
に
開
催
し
た
「
親
学
び
サ
ロ

ン
」で
は
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
保
護
者
相
互

が
つ
な
が
る
学
び
の
場
と
し
て
有
意
義
な
場
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
今
年
度
は
さ

ら
な
る
進
化
・
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
我
々
市
P
連

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
の
多
様
化
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、
生
成
A
I
の
発
展
に

よ
る
技
術
革
新
、
天
候
不
順
に
よ
る
夏
の
酷
暑
・
洪
水

に
よ
る
水
害
、
能
登
震
災
に
よ
る
地
震
災
害
な
ど
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
変
化
や
出
来
事
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
我
々
の
前
に
次
々
と
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
、保
護
者
や
教
職
員
で
組
織
し
て
い
る
P
T
A

の
結
束
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
さ
ら
に
P
T
A
は
、
地
域
社
会
と
連
携
し
、
子
ど
も

に
関
す
る
情
報
共
有
や
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
育

環
境
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
、
皆
様
の
ご
協
力

な
し
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
未
来
を
築
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
今
後
も
富
山
市
P
T
A
連
絡

協
議
会
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
P
T
A
活
動
を
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
以
上
の
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
吉
日

富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議
会

　
会
長
　
飯
倉
　
正
和

（
北
部
中
）

富山市PTA連絡協議会は
富山市SDGｓサポーター
に登録しております

「
子
ど
も
た
ち
の
真
の
幸
せ
の
た
め
、

　
　
　
　
　 持
続
可
能
な
P
T
A
や
っ
て
み
よ
う
！
」

富
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
　
令
和
６
年
度 

ス
ロ
ー
ガ
ン

委員会紹介
教育子育て研究委員会 委員長 ： 森里　賢一　（針原小）

教育子育て委員会では、子どもたちにより良い教育環境を提供するための要望書の取りまとめを行い
ます。昨年度に引き続き、富山市教育委員会や小中学校校長会、市議会議員との懇談会や保護者アンケ
ートを実施することによりニーズ調査を行い、それらについて研究を進めてまいります。この活動を通じ
て、保護者と学校が連携し、子どもたちのより良い教育環境づくりが未来につながるよう、要望書を作成
してまいりたいと考えております。何卒、皆様のご協力賜りますようお願い申し上げます。

PTA 活動研究委員会 委員長 ： 奥崎　勇志　（山室中）
PTA活動研究委員会では、各小中学校のPTA活動がより良く行えるように、市内全てのPTA会員同士
が繋がり、有益な情報を交換ができる事業を行なっています。事業としまして、市内全てのPTA会員の皆
さんに参加していただく「PTA活動情報交換会」及び「PTA活動研修会」の企画と運営です。当委員会の
活動が、各小中学校のPTA活動を見直すきっかけとなり、今後のより良い活動となる一助となれば幸い
です。

ブロック連携特別委員会 委員長 ： 浅田　正明　（西部中）
当委員会は、ブロック間の意見交換や情報共有の機会となるブロック長会議を開催し、ブロック会議や

ブロック事業、単位PTAでの親学び事業などの開催支援も行います。そして本年度も、当委員会が開催
する親学び事業として、市内5地区において、様々な子育てテーマを選定し「子育てサロン」を開催します。
地区ブロックのスケールメリットを活かし、多くの保護者との交流・意見交換を通して、子育てに関する、

たくさんの気づきや学びが得られる機会を提供していきます。ぜひ、「子育てサロン」に参加してみて下さい。

良書特別委員会 委員長 ： 野中　大輔　（芝園小）
私たちは市の委託事業として、子どもたちに読書の楽しさを伝える活動をしています。小冊子『おもし

ろい本みつけたよ』を毎年発行して市内の全小中学生に配布するほか、関連イベントの企画も行います。
現在30名余りの現役親世代が所属するほか、すでにお子さんが中学
を卒業したOB・OGの協力も受けております。この秋も委員を募集し
ますので、興味を持たれた方は、どうぞ遠慮なくお声がけください。

運営特別委員会 委員長 ： 石田　圭市郎　(南部中）
運営特別委員会では、富山市PTA連絡協議会の正副長会議や役員会、理事会、定期総会等の設営

や運営の担いを行っています。その他、議事録の作成や会計管理、ホームページ管理を行っています。
富山市PTA連絡協議会全体の事業活動をしっかり支えられるよう委員会メンバー全員で頑張ります
ので、皆さまご協力をよろしくお願いいたします。

第80回 日本PTA東海北陸ブロック研究大会

愛知大会
令和6年 10月25日(金)・26日(土)
Niterra日本特殊陶業市民会館 他

良書推薦リーフレットは
こちらから

富山市の子育て
支援情報は

こちらからどうぞ

富山市
公式LINE

育さぽとやま
Webサイト
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富山市PTA連絡協議会の前期活動報告
理 事 会
　令和6年度初めての事業となる理事会を4月24日(水)に、婦中ふれあい
館にて開催いたしました。
　市内の中学校区ブロックの理事出席のもと、令和５年度の事業報告、決算
報告、令和６年度の活動方針案、事業計画案、予算案等の協議・審議を行い、
皆様には満場一致でご承認いただくことができました。今後も引き続き１１
月、令和７年２月に理事会を行い、富山市連絡協議会開催事業の協議や、活
動報告を行っていきます。

PTA活動情報交換会
　6月22日（土）に富山市婦中ふれあい館にてＰＴＡ活動情報交換
会が行われました。富山市内の各小・中学校より82名が参加し、
講師2名によるパネルトーク形式での講演やＰＴＡ活動に関する
質疑応答がありました。後半は事前アンケートをもとにグループ
分けを行い、各分科会ごとにＰＴＡ活動における悩みや取り組み
について積極的な意見交換が行われました。

富山市教育委員会との懇談会

富山市PTA連絡協議会　スケジュール
４月　　第１回理事会
５月　　定期総会
　　　  広報実技研修会
６月　　ＰＴＡ活動情報交換会
　　　  第１回ブロック長会議
７月　　富山市教育委員会との懇談会
８月　　小学校校長会との懇談会
　　　  中学校校長会との懇談会
９月　　広報紙「れん」１１１号発行
　　　  東部地区子育てサロン
　　　  西部地区子育てサロン
　　　  第２回ブロック長会議

１０月　 南部地区子育てサロン
　　　  富山市議会議員との懇談会
11月　 第２回理事会
　　　  北部地区子育てサロン
12月　 南西部地区子育てサロン
　　　   良書推薦リーフレット発行
  １月　 第３回ブロック長会議
  ２月　 第３回理事会
　　　   ＰＴＡ活動情報交換会
  ３月　  広報紙「れん」１１２号発行

　7月23日（火）18時30分より富山駅前ＣＩＣビル学習室
にて、富山市教育委員会と富山市連絡協議会役員合計
38名での懇談会が行われました。前半の全体会では、宮
口富山市教育長より昨年度の要望事項に対しての現状
施策と今後の取り組みについてのご説明をいただき、あ
わせてＰＴＡが取り組める協力内容や今後の課題を共有
いたしました。後半は４つの分科会に分かれ、それぞれの
テーマに沿った話し合いが活発に行われ、主に多様な学
びについてや不登校対応、キャリア教育などについて熱
い議論が交わされていました。

総 会
　５月１１日（土）に富山市PTA連絡協議会令和６年度
定期総会を富山電気ビルディングにて開催いたしまし
た。総会では藤井富山市長、宮口富山市教育長をはじ
めとするご来賓の方々をお迎えし、令和５年度の市P
連功労賞の発表と代表者の表彰を行いました。その
後、富山市PTA連絡協議会令和６年度会長として昨年
度に引き続き飯倉会長のご承認をいただき、令和６年
度の事業計画、予算、役員人事につきましても併せて
ご承認いただきました。単位PTA会長の皆様へご紹介
するとともに、今年度の富山市PTA連絡協議会の活動
がスタートいたしました。

広報実技研修会
　５月２６日(日)午後より八尾コミュニティーセンターにて富山県Ｐ
ＴＡ連合会と共催で広報実技研修会が開催されました。この会は県
内の各小中学校のＰＴＡ広報担当になられた方の広報紙への理解
や、制作技術、レイアウトなどの知識を楽しく学び、それぞれの学
校で広報紙を製作する際に参考にしていただくことを目的として
毎年開催しています。今年は、広報紙作成についての動画講義を
視聴し、校正クイズや紙面構成についてなど、実践を交えた研修を
行いました。最後は各グループでテーマを決め、工夫を凝らした紙
面レイアウトを作成しました。
　県内、富山市内から併せて７１名のご参加を頂き、メモを取る姿
も多数見られ、とても内容の濃い研修会となりました。
 広報実技研修会の資料は以下のリンクからご覧いただけます。各校での広報紙
作成にご活用ください。

事業報告はこちらから
ご覧いただけます

誰でもできる広報紙の作り方 レイアウト解説
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９月　　広報紙「れん」１１１号発行
　　　  東部地区子育てサロン
　　　  西部地区子育てサロン
　　　  第２回ブロック長会議

１０月　 南部地区子育てサロン
　　　  富山市議会議員との懇談会
11月　 第２回理事会
　　　  北部地区子育てサロン
12月　 南西部地区子育てサロン
　　　   良書推薦リーフレット発行
  １月　 第３回ブロック長会議
  ２月　 第３回理事会
　　　   ＰＴＡ活動情報交換会
  ３月　  広報紙「れん」１１２号発行

　7月23日（火）18時30分より富山駅前ＣＩＣビル学習室
にて、富山市教育委員会と富山市連絡協議会役員合計
38名での懇談会が行われました。前半の全体会では、宮
口富山市教育長より昨年度の要望事項に対しての現状
施策と今後の取り組みについてのご説明をいただき、あ
わせてＰＴＡが取り組める協力内容や今後の課題を共有
いたしました。後半は４つの分科会に分かれ、それぞれの
テーマに沿った話し合いが活発に行われ、主に多様な学
びについてや不登校対応、キャリア教育などについて熱
い議論が交わされていました。

総 会
　５月１１日（土）に富山市PTA連絡協議会令和６年度
定期総会を富山電気ビルディングにて開催いたしまし
た。総会では藤井富山市長、宮口富山市教育長をはじ
めとするご来賓の方々をお迎えし、令和５年度の市P
連功労賞の発表と代表者の表彰を行いました。その
後、富山市PTA連絡協議会令和６年度会長として昨年
度に引き続き飯倉会長のご承認をいただき、令和６年
度の事業計画、予算、役員人事につきましても併せて
ご承認いただきました。単位PTA会長の皆様へご紹介
するとともに、今年度の富山市PTA連絡協議会の活動
がスタートいたしました。

広報実技研修会
　５月２６日(日)午後より八尾コミュニティーセンターにて富山県Ｐ
ＴＡ連合会と共催で広報実技研修会が開催されました。この会は県
内の各小中学校のＰＴＡ広報担当になられた方の広報紙への理解
や、制作技術、レイアウトなどの知識を楽しく学び、それぞれの学
校で広報紙を製作する際に参考にしていただくことを目的として
毎年開催しています。今年は、広報紙作成についての動画講義を
視聴し、校正クイズや紙面構成についてなど、実践を交えた研修を
行いました。最後は各グループでテーマを決め、工夫を凝らした紙
面レイアウトを作成しました。
　県内、富山市内から併せて７１名のご参加を頂き、メモを取る姿
も多数見られ、とても内容の濃い研修会となりました。
 広報実技研修会の資料は以下のリンクからご覧いただけます。各校での広報紙
作成にご活用ください。

事業報告はこちらから
ご覧いただけます

誰でもできる広報紙の作り方 レイアウト解説
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富山市立光陽小学校PTAが第６分科会にて研究発表されます
発表テーマ「地域連携の重要性～光陽っ子のために（安全・見守り）～」

市P連
H P

今
年
元
日
の
能
登
半
島
大
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
予
測
さ
せ
る
情
報
で
、
安
全

対
策
の
見
直
し
や
、
防
災
を
意
識
し
た
暮

ら
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
不
要
論
も
あ
る
P
T
A
で
す
が
、

私
自
身
は
P
T
A
活
動
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
人
と
繋
が
り
、
様
々
な
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
障
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
時
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
強
さ
や
、
孤

立
を
感
じ
な
い
安
心
感
、
心
の
充
足
感
を

得
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
で

す
が
、
日
常
に
不
安
を
覚
え
ず
、
前
向
き

に
明
る
い
未
来
を
信
じ
て
子
ど
も
た
ち
が

過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら

全
力
で
取
り
組
み
、
奮
闘
す
る
保
護
者
た

ち
の
姿
を
こ
の
広
報
紙
の
紙
面
を
通
し
て

皆
様
に
伝
わ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
委
員
長
　竹
澤
）

委
　
員
　
　

子
智
真
野
百

　

）
小
田
豊
（

編
集
後
記

　
昨
年
に
引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
飯
倉
で
す
。

　
日
頃
よ
り
富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
対
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
市
Ｐ
連
の
活
動
で
は
、
３
つ
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

１
．
皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
外
の
先
進
事

例
視
察
を
も
と
に
富
山
市
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
要
望

内
容
が
、
本
年
度
の
市
の
教
育
施
策
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
．
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
の
教
育

・
子
育
て
・
P
T
A
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
市
内
５
つ
の
地
域
別
に
開
催
し
た
「
親
学
び
サ
ロ

ン
」で
は
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
保
護
者
相
互

が
つ
な
が
る
学
び
の
場
と
し
て
有
意
義
な
場
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
今
年
度
は
さ

ら
な
る
進
化
・
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
我
々
市
P
連

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
の
多
様
化
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、
生
成
A
I
の
発
展
に

よ
る
技
術
革
新
、
天
候
不
順
に
よ
る
夏
の
酷
暑
・
洪
水

に
よ
る
水
害
、
能
登
震
災
に
よ
る
地
震
災
害
な
ど
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
変
化
や
出
来
事
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
我
々
の
前
に
次
々
と
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
、保
護
者
や
教
職
員
で
組
織
し
て
い
る
P
T
A

の
結
束
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
さ
ら
に
P
T
A
は
、
地
域
社
会
と
連
携
し
、
子
ど
も

に
関
す
る
情
報
共
有
や
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
育

環
境
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
、
皆
様
の
ご
協
力

な
し
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
未
来
を
築
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
今
後
も
富
山
市
P
T
A
連
絡

協
議
会
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
P
T
A
活
動
を
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
以
上
の
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
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年
９
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吉
日
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市
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会

　
会
長
　
飯
倉
　
正
和

（
北
部
中
）

富山市PTA連絡協議会は
富山市SDGｓサポーター
に登録しております

「
子
ど
も
た
ち
の
真
の
幸
せ
の
た
め
、

　
　
　
　
　 持
続
可
能
な
P
T
A
や
っ
て
み
よ
う
！
」
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Ａ
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委員会紹介
教育子育て研究委員会 委員長 ： 森里　賢一　（針原小）

教育子育て委員会では、子どもたちにより良い教育環境を提供するための要望書の取りまとめを行い
ます。昨年度に引き続き、富山市教育委員会や小中学校校長会、市議会議員との懇談会や保護者アンケ
ートを実施することによりニーズ調査を行い、それらについて研究を進めてまいります。この活動を通じ
て、保護者と学校が連携し、子どもたちのより良い教育環境づくりが未来につながるよう、要望書を作成
してまいりたいと考えております。何卒、皆様のご協力賜りますようお願い申し上げます。

PTA 活動研究委員会 委員長 ： 奥崎　勇志　（山室中）
PTA活動研究委員会では、各小中学校のPTA活動がより良く行えるように、市内全てのPTA会員同士
が繋がり、有益な情報を交換ができる事業を行なっています。事業としまして、市内全てのPTA会員の皆
さんに参加していただく「PTA活動情報交換会」及び「PTA活動研修会」の企画と運営です。当委員会の
活動が、各小中学校のPTA活動を見直すきっかけとなり、今後のより良い活動となる一助となれば幸い
です。

ブロック連携特別委員会 委員長 ： 浅田　正明　（西部中）
当委員会は、ブロック間の意見交換や情報共有の機会となるブロック長会議を開催し、ブロック会議や

ブロック事業、単位PTAでの親学び事業などの開催支援も行います。そして本年度も、当委員会が開催
する親学び事業として、市内5地区において、様々な子育てテーマを選定し「子育てサロン」を開催します。
地区ブロックのスケールメリットを活かし、多くの保護者との交流・意見交換を通して、子育てに関する、

たくさんの気づきや学びが得られる機会を提供していきます。ぜひ、「子育てサロン」に参加してみて下さい。

良書特別委員会 委員長 ： 野中　大輔　（芝園小）
私たちは市の委託事業として、子どもたちに読書の楽しさを伝える活動をしています。小冊子『おもし

ろい本みつけたよ』を毎年発行して市内の全小中学生に配布するほか、関連イベントの企画も行います。
現在30名余りの現役親世代が所属するほか、すでにお子さんが中学
を卒業したOB・OGの協力も受けております。この秋も委員を募集し
ますので、興味を持たれた方は、どうぞ遠慮なくお声がけください。

運営特別委員会 委員長 ： 石田　圭市郎　(南部中）
運営特別委員会では、富山市PTA連絡協議会の正副長会議や役員会、理事会、定期総会等の設営

や運営の担いを行っています。その他、議事録の作成や会計管理、ホームページ管理を行っています。
富山市PTA連絡協議会全体の事業活動をしっかり支えられるよう委員会メンバー全員で頑張ります
ので、皆さまご協力をよろしくお願いいたします。

第80回 日本PTA東海北陸ブロック研究大会

愛知大会
令和6年 10月25日(金)・26日(土)
Niterra日本特殊陶業市民会館 他

良書推薦リーフレットは
こちらから

富山市の子育て
支援情報は

こちらからどうぞ

富山市
公式LINE

育さぽとやま
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